
遼
宋
関
係
史
研
究
の
整
理
と
「
境
界
」
問
題
に
関
す
る
今
後
の
展
望

四
三

は
じ
め
に

東
ア
ジ
ア（

（
（

に
お
け
る
十
～
十
二
世
紀
は
、
契
丹
、
党
項
、
女
真
な

ど
の
中
国
の
周
辺
諸
族
が
各
々
国
家
を
建
設
し
、
中
原
王
朝
と
対
等

に
交
渉
し
て
い
た
時
期
で
あ
る
。
こ
れ
ら
諸
国
の
中
で
、
中
原
地
域

の
定
住
社
会
を
基
盤
と
し
て
始
ま
っ
た
宋
（
九
六
〇
～
一
二
七
九
）

は
、
五
代
（
九
〇
七
～
九
六
〇
）
の
分
裂
期
を
統
一
し
、
経
済
や
文

化
の
面
で
は
前
代
の
唐
を
上
回
る
強
大
国
で
あ
っ
た
。
一
方
、
遊
牧

民
で
あ
る
契
丹
族
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
た
遼
（
九
一
六
～
一
一
二

五
（
（
（

）
は
、
強
力
な
騎
兵
を
運
用
し
て
い
た
の
で
、
軍
事
の
面
で
宋
に

勝
っ
て
い
た
。
ま
た
、
燕
雲
十
六
州
（
今
日
の
北
京
・
大
同
一
帯
）

を
直
接
統
治
す
る
な
ど
、
前
代
の
遊
牧
政
権
と
次
元
を
異
に
す
る
実

力
を
持
っ
て
い
た
。
言
い
換
え
れ
ば
、
十
～
十
二
世
紀
の
東
ア
ジ
ア

に
は
、
宋
と
遼
と
い
う
二
つ
の
強
大
国
が
存
在
し
た
と
い
え
る
。

宋
の
太
宗
は
、
太
平
興
国
四
年
（
九
七
九
）
に
北
漢
を
滅
ぼ
し
て

五
代
の
分
裂
期
に
終
止
符
を
打
ち
、
そ
の
余
勢
を
駆
っ
て
燕
雲
地
域

を
侵
攻
し
た
こ
と
で
宋
と
遼
は
戦
争
状
態
に
突
入
し
た
。
し
か
し
、

そ
の
北
伐
は
失
敗
に
終
わ
り
、
二
度
目
に
起
こ
し
た
雍
熙
北
伐
（
九

八
六
年
）
も
岐
溝
関
で
の
敗
戦
で
失
敗
に
終
わ
っ
た
。
そ
の
後
、
宋

は
契
丹
へ
の
防
禦
的
態
勢
に
転
換
す
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

逆
に
、
遼
は
宋
に
対
し
て
攻
勢
に
転
じ
、
遼
が
宋
の
辺
境
を
侵
犯
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
宋
の
被
害
は
よ
り
重
大
に
な
っ
た
。

両
国
の
間
の
戦
争
の
終
息
は
、
西
暦
一
〇
〇
四
年
（
宋
景
徳
元

年
、
遼
統
和
二
十
二
年
）
に
結
ば
れ
た
澶
淵
の
盟（

（
（

ま
で
待
た
な
け
れ

ば
な
ら
な
か
っ
た
。
澶
淵
の
盟
の
規
定
に
は
、
①
友
好
関
係
の
確
立

と
歳
幣
の
授
受
、
②
境
界
の
遵
守
、
③
逃
亡
者
の
受
け
入
れ
禁
止
、

遼
宋
関
係
史
研
究
の
整
理
と
「
境
界
」
問
題
に
関
す
る
今
後
の
展
望

洪
　
　
性
　
　
珉
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④
相
手
国
の
農
地
の
騒
擾
禁
止
な
ど
が
定
め
ら
れ
て
い
る（

（
（

。
こ
の
澶

淵
の
盟
は
、
遼
宋
関
係
が
朝
貢
―
冊
封
で
は
な
く
盟
約
に
よ
る
関
係

で
あ
る
点
、
両
国
の
間
で
「
線
」
の
形
の
境
界
が
現
れ
た
点
に
特
徴

が
あ
る
。

東
ア
ジ
ア
史
の
立
場
か
ら
み
て
、
こ
の
よ
う
な
盟
約
が
東
ア
ジ
ア

歴
史
の
国
際
関
係
に
現
れ
る
現
象
を
如
何
に
解
釈
す
る
か
、
そ
し
て

そ
れ
に
伴
っ
て
現
れ
た
境
界
を
如
何
に
理
解
す
べ
き
か
に
つ
い
て
の

問
題
は
重
要
な
研
究
課
題
と
い
え
る
。
し
た
が
っ
て
、
ま
ず
は
遼
宋

関
係
史
に
つ
い
て
の
先
行
研
究
を
整
理
し
、
そ
れ
を
踏
ま
え
た
う
え

で
遼
宋
「
境
界
」
問
題
な
ど
に
つ
い
て
今
後
の
展
望
を
述
べ
る
こ
と

と
し
た
い
。

一
　
遼
宋
関
係
史
に
つ
い
て
の
先
行
研
究
の
整
理

遼
宋
関
係
史
に
つ
い
て
の
先
行
研
究
は
、
①
東
ア
ジ
ア
世
界
論
、

②
十
～
十
三
世
紀
の
多
国
並
存
体
制
論
、
③
民
族
間
の
関
係
と
し
て

の
遼
宋
関
係
の
研
究
、
④
遊
牧
国
家
の
性
格
と
そ
の
発
展
論
、
⑤
征

服
王
朝
論
、
⑥
遼
の
漢
人
に
つ
い
て
の
研
究
に
分
け
て
整
理
す
る
こ

と
が
で
き
る（

（
（

。

（
一
）
東
ア
ジ
ア
世
界
論

遼
宋
関
係
史
研
究
の
大
前
提
と
な
る
東
ア
ジ
ア
世
界
論
に
関
す
る

研
究
と
し
て
は
、
ま
ず
栗
原
朋
信
氏
の
秦
漢
璽
印
の
研
究
（
（
（

が
挙
げ
ら

れ
る
。
栗
原
氏
は
、
漢
代
に
公
印
制
度
が
整
備
さ
れ
、
内
臣
・
外

臣
・
客
臣
の
区
別
が
あ
る
こ
と
に
着
目
し
、
こ
れ
が
漢
の
皇
帝
の

徳
・
礼
・
法
の
普
及
度
に
よ
っ
て
そ
の
範
囲
や
対
象
が
異
な
る
こ
と

を
指
摘
し
た
。
こ
の
研
究
は
、
漢
の
国
際
的
秩
序
は
中
国
国
内
秩
序

が
外
部
に
延
長
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、
以
後
の
東
ア
ジ
ア
世
界

論
の
理
論
的
枠
を
提
供
す
る
点
で
意
義
が
あ
る
。

こ
の
国
際
秩
序
の
議
論
は
、
西
嶋
定
生
氏
の
東
ア
ジ
ア
世
界
論

（
冊
封
体
制
論
（
（
（

）
に
よ
っ
て
発
展
さ
れ
た
。
西
嶋
氏
は
、
各
地
域
が

一
つ
の
世
界
と
し
て
一
体
化
す
る
の
は
十
九
世
紀
か
ら
で
あ
る
と
指

摘
し
、
そ
れ
以
前
は
地
理
上
の
各
地
域
に
独
自
的
か
つ
自
己
完
結
的

な
世
界
が
存
在
し
た
と
み
た
。
こ
の
東
ア
ジ
ア
世
界
は
、
漢
字
、
儒

教
、
律
令
、
漢
訳
仏
教
と
い
う
共
通
す
る
文
化
的
指
標
に
よ
っ
て
一

つ
の
文
化
圏
を
形
成
し
、
そ
こ
に
は
中
国
、
朝
鮮
、
日
本
、
ベ
ト
ナ

ム
が
含
ま
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
内
部
の
中
国
と
周
辺
諸
国
と
の
間

は
冊
封
関
係
が
結
ば
れ
、「
冊
封
体
制
」
と
い
う
中
国
を
中
心
と
す

る
国
際
秩
序
を
形
成
さ
れ
た
と
指
摘
し
た
。
こ
の
よ
う
な
東
ア
ジ
ア

世
界
は
、
隋
・
唐
時
代
に
典
型
化
す
る
も
の
の
、
唐
の
滅
亡
に
よ
っ

て
政
治
的
統
一
体
は
崩
壊
し
、
そ
の
代
わ
り
に
経
済
・
交
易
圏
と
し

て
の
東
ア
ジ
ア
世
界
が
出
現
し
、
明
王
朝
に
よ
っ
て
再
び
復
活
し
た

と
論
じ
た
。

こ
の
西
嶋
定
生
氏
の
「
冊
封
体
制
論
」
は
、
前
近
代
の
東
ア
ジ
ア
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五

の
全
体
像
を
体
系
的
に
理
解
す
る
論
理
で
あ
る
点
に
意
義
が
あ
る
。

し
か
し
、
西
嶋
氏
の
論
に
対
し
て
様
々
な
批
判
が
な
さ
れ
て
き
た
。

そ
れ
ら
批
判
の
主
要
論
点
と
し
て
は
、
第
一
に
、
東
ア
ジ
ア
文
化
圏

の
指
標
で
あ
る
漢
字
、
儒
教
、
律
令
、
漢
訳
仏
教
だ
け
で
は
、
東
ア

ジ
ア
世
界
の
理
解
に
限
界
が
あ
る
。
第
二
に
、
東
ア
ジ
ア
の
内
部
の

諸
国
と
の
関
係
を
中
国
中
心
的
に
見
て
い
る
。
第
三
に
、
中
国
と
周

辺
諸
国
と
の
関
係
を
冊
封
関
係
の
み
に
注
目
し
、
会
盟
、
羈
縻
な
ど

の
冊
封
以
外
の
関
係
に
は
注
目
し
て
い
な
い
、
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

一
方
、
ア
メ
リ
カ
で
は
フ
ェ
ア
バ
ン
ク
氏
に
よ
っ
て
「
中
国
的
世

界
秩
序
（Chinese W

orld O
rder

）」
が
提
唱
さ
れ
た（

（
（

。
フ
ェ
ア

バ
ン
ク
氏
は
、
東
ア
ジ
ア
の
伝
統
的
な
国
際
関
係
を
「
朝
貢
シ
ス
テ

ム
」
と
し
て
一
般
化
し
、
中
国
的
世
界
秩
序
と
関
係
す
る
空
間
を
①

中
国
文
化
地
帯
（T

he Sinic Zone

）、
②
内
陸
ア
ジ
ア
地
帯
（T

he 
Inner A

sian Zone

）、
③
外
郭
地
帯
（T

he O
uter Zone

）
に
分

け
て
、
中
国
王
朝
は
自
己
中
心
的
な
世
界
秩
序
を
維
持
す
る
た
め

に
、
諸
国
に
対
し
て
支
配
（control

）、
向
化
（attraction
）、
操

縦
（m

anipulation

）
に
区
別
し
て
対
応
し
た
と
指
摘
し
た
。
こ
の

理
論
は
、
西
嶋
氏
の
冊
封
体
制
論
と
類
似
し
て
い
る
も
の
の
、
東
ア

ジ
ア
に
お
け
る
近
代
の
外
交
問
題
を
理
解
す
る
た
め
の
前
近
代
分
析

と
い
う
こ
と
を
特
徴
と
す
る
。
し
か
し
、
こ
の
理
論
も
冊
封
体
制
論

と
同
じ
く
中
国
中
心
主
義
で
あ
る
と
い
う
批
判
を
受
け
て
い
る
。

（
二
）�

十
～
十
三
世
紀
の
多
国
並
存
体
制
（M

ultistate System

）

論
に
基
づ
く
研
究

一
九
八
〇
年
代
以
来
の
研
究
は
、
従
来
の
東
ア
ジ
ア
世
界
論
が
持

つ
中
国
中
心
的
な
解
釈
を
批
判
し
、
十
～
十
三
世
紀
の
東
ア
ジ
ア
を

複
数
の
国
家
が
共
存
す
る
世
界
と
し
て
把
握
し
た
。
そ
れ
に
関
す
る

研
究
と
し
て
、
ま
ず
モ
リ
ス
・
ロ
ッ
サ
ビ
（M

orris Rossabi

）
氏

編
の
『
対
等
者
た
ち
の
中
の
中
国
（
（
（

』
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
論
文
集

は
、
十
～
十
三
世
紀
の
中
国
王
朝
は
変
化
し
た
国
際
環
境
に
伴
い
、

外
国
に
対
し
て
現
実
的
な
政
策
を
取
ら
ざ
る
を
得
ず
、「
外
交
的
な

対
等
性
」
が
こ
の
三
世
紀
の
間
の
中
国
と
他
の
国
家
た
ち
と
の
関
係

を
定
義
す
る
も
っ
と
も
核
心
的
な
要
素
で
あ
る
と
看
做
し
た
。
こ
の

研
究
は
、
冊
封
体
制
論
や
中
国
的
世
界
秩
序
論
の
よ
う
な
漢
・
唐
の

国
際
秩
序
、
明
・
清
の
国
際
秩
序
に
つ
い
て
研
究
し
た
結
果
を
十
～

十
三
世
紀
に
当
て
は
め
る
こ
と
で
は
な
く
、
十
～
十
三
世
紀
の
外
交

現
象
に
基
づ
い
て
国
際
関
係
を
論
じ
て
い
る
点
で
意
義
が
あ
る
。
し

か
し
、
こ
の
国
際
関
係
を
主
に
北
方
民
族
と
の
関
係
の
中
で
把
握
し

て
い
る
こ
と
に
議
論
の
限
界
が
あ
る
。

陶
晋
生
氏
は
、『
続
資
治
通
鑑
長
編
』
な
ど
の
文
献
に
基
づ
い
て

宋
遼
関
係
の
諸
様
相
に
つ
い
て
研
究
を
行
っ
た（

（1
（

。
そ
し
て
、
宋
遼
間

の
平
等
な
外
交
関
係
を
中
国
史
の
流
れ
の
な
か
に
位
置
づ
け
、
中
国

王
朝
の
外
交
に
は
、
周
辺
国
家
と
の
勢
力
の
強
弱
に
応
じ
て
、
中
国

中
心
の
世
界
秩
序
に
基
づ
く
伝
統
と
と
も
に
、
現
実
主
義
に
立
脚
し



史
観
第
一
七
八
冊

四
六

て
隣
国
と
対
等
な
関
係
を
結
ぶ
と
い
う
も
う
一
つ
の
伝
統
が
あ
っ
た

と
指
摘
し
た
。

金
成
奎
氏
は
、
十
～
十
三
世
紀
に
お
け
る
盟
約
と
国
境
に
注
目
し

て
当
時
の
国
際
関
係
の
研
究
を
行
っ
た（

（1
（

。
氏
は
、
宋
が
契
丹
、
西

夏
、
ベ
ト
ナ
ム
と
和
議
を
結
ん
で
い
る
こ
と
に
注
目
し
て
当
時
の
国

際
関
係
を
「
和
議
体
制
」
と
命
名
し
、
こ
の
和
議
に
よ
っ
て
東
ア
ジ

ア
で
は
境
界
線
（Boundary

）
の
形
の
国
境
が
出
現
し
た
と
指
摘

し
た
。
ま
た
、
当
時
の
国
際
関
係
が
両
国
間
の
関
係
で
は
な
く
、
宋

―
遼
―
西
夏
、
宋
―
遼
―
高
麗
、
宋
―
西
夏
―
吐
蕃
な
ど
の
複
数
の

三
ヶ
国
間
関
係
（
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
）
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
こ
と

を
明
ら
か
に
し
た
。
さ
ら
に
、
誓
書
を
十
～
十
三
世
紀
の
宋
を
中
心

と
す
る
東
ア
ジ
ア
の
安
全
保
障
策
と
し
て
捉
え
、
そ
の
起
源
と
伝

統
、
形
式
と
特
性
及
び
そ
の
意
義
に
つ
い
て
分
析
し
た
。
そ
の
他
に

も
、
東
ア
ジ
ア
の
国
際
関
係
に
お
け
る
儀
礼
の
問
題
に
つ
い
て
も
多

数
の
論
文
を
発
表
し
て
い
る（

（1
（

。

古
松
崇
志
氏
は
、
澶
淵
の
盟
に
よ
っ
て
契
丹
と
宋
が
平
和
関
係
で

共
存
し
、
周
辺
国
も
安
定
し
て
並
存
し
て
い
る
と
み
て
、
こ
れ
を

「
澶
淵
体
制
」
と
命
名
し
一
連
の
研
究
を
発
表
し
た（

（1
（

。
ま
た
、
国
境

地
帯
の
出
先
機
関
の
間
で
は
「
牒
」
と
い
う
文
書
形
式
が
使
わ
れ
て

い
た
こ
と
に
注
目
し
、
そ
の
外
交
的
機
能
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
そ

し
て
、
契
丹
・
宋
の
間
の
友
好
関
係
を
支
え
た
重
要
な
制
度
で
あ
る

国
信
使
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
こ
れ
ら
の
研
究
の
特
徴
は
、
十
～
十

三
世
紀
の
国
際
関
係
を
一
貫
し
て
対
等
性
と
平
和
共
存
の
状
態
と
し

て
見
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

毛
利
英
介
氏
は
、
遼
宋
外
交
交
渉
を
中
心
に
十
～
十
三
世
紀
の
国

際
関
係
を
論
じ
た（

（1
（

。
ま
ず
、
遼
宋
地
界
交
渉
を
契
丹
の
立
場
か
ら
分

析
し
、
契
丹
内
部
の
部
族
関
係
と
当
時
の
政
治
状
況
が
領
土
を
求
め

る
原
因
と
な
っ
た
と
指
摘
し
た
。
そ
し
て
、
澶
淵
の
盟
の
規
定
に
つ

い
て
分
析
し
、
こ
れ
ら
は
既
に
契
丹
と
五
代
王
朝
の
間
で
同
様
な
規

定
が
み
ら
れ
る
と
指
摘
す
る
。
ま
た
、
宋
夏
元
符
和
議
に
関
す
る
遼

宋
事
前
交
渉
に
つ
い
て
検
討
し
、
文
書
の
作
成
に
よ
っ
て
外
交
問
題

を
解
決
し
よ
う
と
し
て
い
る
点
で
、
一
〇
九
〇
年
代
の
遼
宋
関
係
は

安
定
期
に
入
っ
た
と
評
価
し
た
。
そ
し
て
、
十
一
世
紀
後
半
の
東
ア

ジ
ア
各
国
の
国
際
的
地
位
に
つ
い
て
考
察
し
、
当
時
の
東
ア
ジ
ア
に

お
け
る
契
丹
の
重
要
性
に
つ
い
て
論
じ
た
。
最
後
に
、
澶
淵
の
盟
及

び
関
南
誓
書
の
文
書
構
成
や
規
定
に
つ
い
て
も
分
析
を
行
っ
た
。

ユ
ン
・
ヨ
ニ
ン
氏
は
、
十
～
十
三
世
紀
東
北
ア
ジ
ア
の
国
際
関
係

は
、
現
実
主
義
に
基
づ
い
て
動
い
た
の
で
、
中
国
を
中
心
と
す
る
朝

貢
体
制
で
は
説
明
で
き
な
い
と
批
判
し
、
東
ア
ジ
ア
と
内
陸
ア
ジ
ア

地
域
を
世
界
シ
ス
テ
ム
論
の
生
活
必
須
品
の
連
係
網
、
奢
侈
品
連
係

網
、
政
治
・
軍
事
連
係
網
、
情
報
連
係
網
に
基
づ
い
て
当
時
の
国
際

関
係
を
把
握
す
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
た（

（1
（

。

な
お
近
年
で
は
、
東
ア
ジ
ア
世
界
論
の
枠
組
み
を
超
え
て
、
東
部

ユ
ー
ラ
シ
ア
論
が
提
起
さ
れ
て
い
る（

（1
（

。
東
部
ユ
ー
ラ
シ
ア
論
で
は
、
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既
存
の
東
ア
ジ
ア
世
界
に
、
パ
ミ
ー
ル
高
原
以
東
の
モ
ン
ゴ
リ
ア
・

中
央
ア
ジ
ア
・
チ
ベ
ッ
ト
・
東
南
ア
ジ
ア
地
域
を
含
む
地
域
を
設
定

し
、
中
国
中
心
の
国
際
関
係
で
は
な
く
遊
牧
系
集
団
と
中
国
王
朝
の

双
方
の
多
様
な
関
係
性
に
注
目
し
て
い
る
点
に
特
徴
が
あ
る
。

（
三
）
民
族
間
関
係
と
し
て
の
遼
宋
関
係
の
研
究

中
国
で
は
一
九
三
〇
～
四
〇
年
代
に
宋
遼
関
係
史
に
関
す
る
基
礎

的
整
理
が
行
わ
れ
た
。
傅
楽
煥
氏
は
、
遼
に
使
い
と
し
て
赴
い
た
宋

人
の
記
録
で
あ
る
『
使
遼
語
録
』
に
つ
い
て
分
析
し
た（

（1
（

。
ま
た
、
聶

崇
岐
氏
は
宋
と
遼
の
間
で
互
い
に
遣
わ
し
た
生
辰
使
、
正
旦
使
、
祭

弔
使
、
泛
使
に
つ
い
て
整
理
し
た（

（1
（

。
こ
の
両
氏
の
研
究
は
、
宋
遼
関

係
史
に
関
す
る
基
礎
的
な
研
究
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

一
九
八
〇
年
代
以
降
に
な
る
と
、
遼
宋
関
係
を
国
際
関
係
で
は
な

く
国
内
の
民
族
間
関
係
と
し
て
理
解
す
る
傾
向
が
強
く
な
っ
た
。
つ

ま
り
、
遼
・
西
夏
・
金
は
征
服
王
朝
で
は
な
く
少
数
民
族
政
権
と
看

做
さ
れ
、
十
世
紀
以
後
に
複
数
の
国
家
が
並
存
し
た
状
況
は
国
際
関

係
で
は
な
く
、
中
華
民
族
内
の
民
族
間
関
係
と
し
て
と
ら
え
る
。

ま
ず
、
蒙
古
托
利
氏
は
、
遼
が
①
支
配
し
て
い
た
領
土
が
宋
よ
り

広
い
こ
と
、
②
北
辺
及
び
東
北
辺
を
経
略
し
た
こ
と
、
③
北
方
少
数

民
族
と
漢
族
の
接
近
と
融
合
を
強
化
し
た
こ
と
、
④
北
方
の
経
済
と

文
化
を
発
展
さ
せ
た
こ
と
、
⑤
宋
と
互
い
に
南
朝
、
北
朝
と
称
さ
れ

て
い
た
こ
と
を
理
由
に
し
て
宋
遼
時
代
を
第
二
次
南
北
朝
と
看
做 

し
た（

（1
（

。
陶
玉
坤
氏
は
、
遼
宋
辺
境
地
域
に
緩
衝
地
域
が
設
置
さ
れ
る
こ
と

に
よ
っ
て
生
じ
た
両
属
地
、
禁
地
、
塘
泊
、
間
諜
、
契
丹
帰
明
人
に

注
目
し
て
研
究
を
行
っ
た（

（2
（

。
こ
の
研
究
は
、
史
料
を
網
羅
的
に
収
集

し
利
用
し
て
い
る
点
に
特
徴
が
あ
る
も
の
の
、
遼
宋
関
係
を
あ
く
ま

で
北
方
民
族
と
漢
族
が
中
華
民
族
に
融
合
す
る
一
つ
の
過
程
と
し
て

位
置
づ
け
て
い
る
。

二
〇
〇
四
年
は
澶
淵
の
盟
の
一
〇
〇
〇
周
年
に
な
る
た
め
、
そ
れ

を
記
念
す
る
論
文
集
が
出
版
さ
れ
た
。『
一
〇
～
一
三
世
紀
中
国
文

化
的
碰
撞
与
融
合
（
（2
（

』
で
は
、
遼
、
西
夏
、
金
は
決
し
て
宋
の
周
辺
的

な
政
権
で
は
な
い
と
批
判
し
、
既
に
政
治
、
軍
事
、
経
済
の
面
で
宋

王
朝
と
長
期
に
亘
っ
て
対
抗
す
る
こ
と
が
で
き
た
王
朝
と
看
做
し

た
。
そ
の
視
点
か
ら
、
遼
、
宋
、
西
夏
、
金
、
元
の
相
互
交
流
と
融

合
に
焦
点
を
当
て
た
研
究
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
も
う
一
つ
の
論
文

集
『
澶
淵
之
盟
新
論
（
（2
（

』
で
は
、
契
丹
と
宋
の
戦
争
と
対
立
を
「
中
国

境
内
の
二
つ
の
分
裂
政
権
の
間
の
内
戦
」
で
あ
る
と
し
、
中
国
内
部

の
民
族
関
係
と
し
て
み
た
。
そ
し
て
、
澶
淵
の
盟
も
屈
辱
的
な
「
城

下
の
盟
」
で
は
な
く
、
中
国
に
平
和
を
維
持
し
な
が
ら
経
済
・
文
化

の
発
展
に
寄
与
し
た
と
肯
定
的
に
評
価
し
た
。
こ
の
二
つ
の
論
文
集

は
、
多
元
的
な
中
国
の
す
が
た
を
歴
史
的
に
跡
付
け
よ
う
と
す
る
試

み
が
、
十
～
十
三
世
紀
の
時
代
に
つ
い
て
も
行
わ
れ
た
と
看
做
さ
れ

て
い
る
。



史
観
第
一
七
八
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八

（
四
）
遊
牧
国
家
の
性
格
と
そ
の
発
展
論

契
丹
族
を
含
む
遊
牧
社
会
は
、
そ
の
社
会
構
造
が
定
住
社
会
と
根

本
的
に
異
な
る
。
例
え
ば
、
遊
牧
社
会
の
経
済
は
家
畜
か
ら
得
ら
れ

る
物
資
を
除
け
ば
、
殆
ど
の
物
品
を
定
住
社
会
か
ら
獲
得
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
か
っ
た
。

ラ
テ
ィ
モ
ア
氏
は
こ
の
よ
う
な
状
況
に
対
し
、
遊
牧
社
会
に
お
け

る
「
螺
旋
型
発
展
論
」
を
提
示
し
た（

（2
（

。
氏
は
、
東
ア
ジ
ア
で
殆
ど
の

遊
牧
国
家
が
長
城
を
中
心
と
す
る
「
辺
境
地
帯
」
で
興
起
し
た
と
主

張
し
、
そ
の
国
家
は
①
定
住
地
域
に
対
す
る
軍
事
的
征
服
、
②
定
住

地
域
の
支
配
、
③
征
服
地
の
駐
屯
集
団
と
草
原
残
留
集
団
と
の
葛

藤
、
④
葛
藤
の
深
化
と
遊
牧
国
家
の
解
体
、
そ
し
て
「
遊
牧
へ
の
回

帰
」
と
い
う
類
似
す
る
周
期
を
繰
り
返
し
、
時
代
が
下
る
こ
と
に
つ

れ
て
遊
牧
国
家
は
前
よ
り
高
い
水
準
の
政
治
社
会
的
構
造
の
集
中
を

見
せ
た
と
す
る
。
こ
の
説
は
、
遊
牧
社
会
が
歴
史
的
に
発
展
し
た
と

い
う
観
点
を
提
示
し
て
い
る
点
で
意
義
が
あ
る
も
の
の
、
遊
牧
社
会

が
最
終
的
に
近
代
に
移
行
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
考
え
て
い
る
点

で
限
界
が
あ
る
。

一
方
、
遊
牧
社
会
が
定
住
社
会
か
ら
物
資
を
得
る
方
法
に
つ
い
て

様
々
な
検
討
が
行
わ
れ
た
。
松
田
壽
男
氏
は
、
遊
牧
民
の
対
中
国
関

係
と
し
て
、
互
市
、
朝
貢
、
隊
商
案
内
（
保
護
・
仲
介
）、
侵
略
が

あ
る
と
指
摘
し
、
遊
牧
国
家
の
構
造
に
つ
い
て
「
遊
牧
経
済
＋
Ｘ
＝

発
展
」
と
い
う
図
式
を
示
し
、
遊
牧
民
族
が
商
業
活
動
に
積
極
的
に

参
加
し
た
こ
と
を
指
摘
し
た（

（2
（

。
護
雅
夫
氏
は
、
遊
牧
民
が
中
国
か
ら

得
る
も
の
は
、
交
易
の
場
合
は
奢
侈
品
、
略
奪
の
場
合
は
家
畜
と
人

間
で
あ
る
の
で
、
掠
奪
の
動
機
が
奢
侈
品
の
獲
得
で
は
な
く
、
そ
の

掠
奪
し
た
家
畜
や
人
間
は
生
産
手
段
の
持
続
的
維
持
の
た
め
に
使
わ

れ
た
と
指
摘
し
た（

（2
（

。
沢
田
勲
氏
は
、
被
征
服
民
を
奴
隷
と
理
解
す
る

護
雅
夫
氏
の
見
解
を
批
判
し
、
遊
牧
社
会
の
内
部
に
は
比
較
的
自
立

性
を
持
っ
て
い
る
一
般
遊
牧
民
が
存
在
し
て
い
る
た
め
、
遊
牧
国
家

の
定
住
地
域
に
対
す
る
掠
奪
に
は
常
に
一
般
遊
牧
民
の
経
済
的
欲
求

が
反
映
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た（

（2
（

。

金
浩
東
氏
は
、
遊
牧
民
が
農
耕
社
会
か
ら
財
貨
を
獲
得
す
る
方
法

と
し
て
、
掠
奪
、
貢
納
、
交
易
を
挙
げ
、
こ
れ
ら
が
遊
牧
君
主
の
経

済
的
基
盤
を
強
化
す
る
に
ど
の
よ
う
な
役
割
を
し
て
い
た
の
か
に
つ

い
て
論
じ
た（

（2
（

。
掠
奪
に
は
分
配
過
程
が
あ
り
、
支
配
層
と
一
般
遊
牧

民
の
間
で
差
等
的
分
配
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
遊
牧
君
主
権
を

強
化
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
、
掠
奪
物
に
対
す
る
分
配
は
君

主
の
施
恵
行
為
で
あ
る
と
同
時
に
、
参
加
者
の
権
利
で
も
あ
る
の

で
、
分
配
に
よ
る
君
主
権
の
強
化
に
は
あ
る
程
度
の
限
界
が
あ
っ

た
。
一
方
、
貢
納
は
君
主
が
独
占
的
に
所
有
権
を
主
張
す
る
こ
と
が

で
き
、
そ
の
分
配
も
専
ら
君
主
側
の
施
恵
意
志
に
よ
る
も
の
な
の

で
、
財
貨
の
蓄
積
と
権
威
の
強
化
の
面
で
掠
奪
よ
り
効
果
的
で
あ
っ

た
。
一
方
、
貢
納
は
全
て
分
配
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
そ
の
一
部
は
国

際
貿
易
に
ま
わ
し
て
利
潤
を
極
大
化
し
た
と
論
じ
た
。
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九

ト
ー
マ
ス
・
バ
ー
フ
ィ
ル
ド
氏
は
、
中
国
と
草
原
地
帯
の
間
で
戦

争
と
平
和
が
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
現
象
と
、
例
外
的
に
定
住
地
域
の

征
服
ま
で
至
る
一
連
の
パ
タ
ー
ン
に
注
目
し
た（

（2
（

。
そ
し
て
、
東
ア
ジ

ア
の
遊
牧
国
家
を
大
き
く
モ
ン
ゴ
ル
型
と
満
洲
型
に
両
分
し
、
前
者

に
は
匈
奴
・
突
厥
・
ウ
イ
グ
ル
・
モ
ン
ゴ
ル
族
が
建
て
た
国
家
が
、

後
者
に
は
契
丹
・
女
真
・
満
洲
族
が
建
て
た
国
家
が
そ
れ
に
当
た

る
。
前
者
の
特
徴
は
、
中
国
領
土
の
支
配
を
意
図
的
に
拒
否
し
、
定

期
的
な
貢
納
に
よ
っ
て
必
要
な
物
資
を
得
て
お
り
、
歳
幣
及
び
交
易

量
を
増
や
す
た
め
に
戦
争
と
和
平
を
交
互
に
行
っ
た
。
そ
し
て
、
遊

牧
君
主
は
そ
の
物
資
の
入
手
と
再
分
配
過
程
を
掌
握
す
る
こ
と
で
自

分
の
地
位
を
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
一
方
、
後
者
の
特
徴
は
中

原
と
モ
ン
ゴ
ル
高
原
に
強
力
な
国
家
組
織
が
崩
壊
し
た
と
き
、
そ
の

間
に
入
り
込
ん
で
征
服
国
家
を
建
て
た
と
す
る
。

こ
の
ト
ー
マ
ス
氏
の
説
は
、
遊
牧
民
と
定
住
農
耕
民
と
の
関
係
を

「
中
国
的
世
界
秩
序
」
な
ど
の
中
国
中
心
的
な
理
解
を
止
揚
す
る
解

釈
で
あ
る
点
、
満
洲
型
国
家
を
提
示
し
て
東
北
地
域
に
由
来
す
る
諸

政
権
が
中
原
地
域
を
征
服
す
る
こ
と
が
で
き
た
理
由
を
説
明
し
た
点

で
意
義
が
あ
る
。
し
か
し
、
遊
牧
社
会
を
自
立
で
き
な
い
社
会
と
理

解
し
て
い
る
こ
と
、
循
環
的
な
停
滞
論
に
立
っ
て
い
る
こ
と
、
遊
牧

社
会
と
定
住
社
会
を
基
本
的
に
対
立
し
て
い
る
と
理
解
し
て
い
る
こ

と
が
批
判
さ
れ
て
い
る
。

ニ
コ
ラ
・
デ
ィ
・
コ
ス
モ
氏
は
、
遊
牧
社
会
の
歴
史
を
循
環
的
、

周
期
的
と
す
る
観
点
を
批
判
し
、
そ
の
社
会
は
内
部
的
、
外
部
的
要

素
が
相
互
作
用
し
て
発
展
し
た
と
主
張
し
た
。
氏
に
よ
る
と
、
遊
牧

社
会
の
内
部
で
危
機
が
発
生
す
る
と
、
社
会
の
軍
事
化
が
進
み
、
遊

牧
君
主
の
間
で
競
争
が
起
き
る
。
そ
し
て
、
そ
の
競
争
に
勝
利
し
た

勢
力
に
よ
っ
て
中
央
集
権
化
が
達
成
さ
れ
る
。
し
か
し
、
一
度
中
央

集
権
化
が
行
わ
れ
る
と
遊
牧
社
会
の
内
部
の
経
済
だ
け
で
は
そ
の
国

家
の
維
持
が
で
き
な
い
の
で
、
外
部
の
定
住
社
会
の
資
源
に
注
目
し

始
め
る
。
そ
の
定
住
社
会
か
ら
物
資
を
得
る
方
法
と
し
て
、「
内
部
」

及
び
「
外
部
」
か
ら
の
貢
納
、
貿
易
、
定
住
民
か
ら
の
徴
税
を
挙
げ

て
い
る
。
そ
し
て
、
歴
代
遊
牧
国
家
が
外
部
か
ら
の
物
資
を
獲
得
す

る
傾
向
が
変
わ
る
こ
と
に
着
目
し
、
内
陸
ア
ジ
ア
史
の
時
代
区
分
を

試
み
た
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
歴
代
遊
牧
帝
国
は
、
貢
納
型
（
二
〇
九

B.C.

―A
.D

.

五
五
一
）、
交
易
―
貢
納
型
（
五
五
一
―
九
〇
七
）、
二

重
統
治
型
（
九
〇
七
―
一
二
五
九
）、
直
接
徴
税
型
（
一
二
六
〇
―

一
七
九
六
）
に
分
け
ら
れ
、
遼
、
金
と
初
期
の
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
は
二

重
統
治
型
に
該
当
す
る（

（2
（

。
こ
の
説
は
、
歴
代
遊
牧
国
家
と
定
住
国
家

と
の
関
係
を
遊
牧
社
会
の
内
部
要
素
か
ら
求
め
て
い
る
点
、
遊
牧
国

家
に
よ
る
定
住
地
域
の
支
配
及
び
そ
こ
か
ら
得
ら
れ
る
税
収
入
と
い

う
要
素
を
遊
牧
国
家
の
発
展
に
取
り
入
れ
た
点
で
意
義
が
あ
る
。

（
五
）
征
服
王
朝
論

遊
牧
社
会
か
ら
由
来
す
る
遼
が
歴
史
の
中
で
ど
う
位
置
づ
け
ら
れ
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五
〇

る
の
か
に
つ
い
て
も
多
く
の
研
究
が
な
さ
れ
た
。
そ
の
代
表
的
な
研

究
が
ウ
ィ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ゲ
ル
氏
の
征
服
王
朝
論
で
あ
る（

（3
（

。
征
服
王
朝

論
で
は
、
歴
代
の
中
国
王
朝
を
典
型
的
な
中
国
王
朝
と
征
服
王
朝
に

区
分
し
、
征
服
王
朝
と
し
て
遼
、
金
、
元
、
清
を
挙
げ
て
い
る
。
そ

し
て
、
征
服
民
族
は
常
に
中
国
に
吸
収
・
同
化
さ
れ
る
と
い
う
吸
収

理
論
に
異
議
を
唱
え
、
文
化
変
容
に
よ
っ
て
第
三
の
文
化
が
形
成
さ

れ
る
と
主
張
し
、
そ
の
例
と
し
て
遼
の
二
重
統
治
体
制
を
挙
げ
て
い

る
。
こ
の
研
究
は
、
異
民
族
が
一
方
的
に
中
国
に
吸
収
・
漢
化
さ
れ

る
と
認
識
す
る
傾
向
に
注
意
を
喚
起
し
た
点
で
意
義
を
持
つ
。
し
か

し
、
こ
の
理
論
は
こ
れ
ら
の
征
服
王
朝
を
遊
牧
国
家
の
歴
史
で
は
な

く
中
国
史
の
一
部
と
し
て
把
握
し
て
い
る
側
面
が
あ
る
。
こ
れ
に
対

し
て
、
特
に
日
本
の
北
方
民
族
史
の
研
究
者
か
ら
様
々
な
批
判
と
議

論
が
引
き
起
こ
さ
れ
た
。

島
田
正
郎
氏
は
、
遼
の
二
元
体
制
が
最
終
的
に
は
契
丹
族
に
よ
っ

て
一
元
化
さ
れ
た
点
、
遼
の
君
主
は
遊
牧
民
に
対
し
て
は
依
然
と
し

て
部
族
連
合
の
長
と
し
て
臨
ん
で
い
た
点
な
ど
を
挙
げ
て
、
遼
は
中

国
王
朝
史
に
は
属
さ
な
い
胡
族
国
家
で
あ
る
と
主
張
し
た（

（3
（

。
田
村
実

造
氏
は
、
北
方
民
族
が
建
て
た
国
家
を
遊
牧
国
家
と
征
服
王
朝
に
区

分
し
、
匈
奴
か
ら
ウ
イ
グ
ル
ま
で
の
遊
牧
国
家
は
部
族
連
合
体
的
性

格
を
持
っ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
遼
、
金
、
元
、
清
の
征
服
王
朝
は

そ
の
君
主
に
よ
っ
て
再
編
さ
れ
た
部
族
社
会
を
基
盤
と
し
、
農
牧
的

な
政
権
が
形
成
さ
れ
て
い
た
た
め
、
定
住
地
域
に
対
す
る
侵
略
及
び

征
服
に
積
極
的
で
あ
っ
た
と
す
る（

（3
（

。
村
上
正
二
氏
は
、
征
服
王
朝
と

分
類
さ
れ
る
遼
、
金
、
元
、
清
の
間
で
は
、
純
然
た
る
草
原
地
帯
の

遊
牧
民
で
あ
る
契
丹
、
モ
ン
ゴ
ル
人
と
文
化
程
度
の
低
い
農
耕
民
で

あ
る
女
真
、
満
洲
人
を
区
分
す
る
必
要
性
を
提
唱
し
、
遼
と
モ
ン
ゴ

ル
を
中
国
の
農
耕
社
会
に
歴
史
的
に
対
立
し
て
発
展
し
て
き
た
遊
牧

社
会
の
発
展
路
線
上
に
位
置
づ
け
た（

（3
（

。

金
在
満
氏
は
、
遼
の
太
祖
・
太
宗
代
の
領
土
拡
張
は
確
か
に
征
服

活
動
と
考
え
ら
れ
る
が
、
遼
が
明
ら
か
に
中
国
を
征
服
し
よ
う
と
す

る
意
図
は
読
み
取
れ
な
い
と
指
摘
し
、
遼
を
準
征
服
王
朝
な
い
し

は
過
渡
期
的
征
服
王
朝
と
評
価
し
た（

（3
（

。
護
雅
夫
氏
は
、
ウ
ィ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ゲ
ル
氏
が
契
丹
の
遊
牧
伝
統
か
ら
由
来
す
る
部
族
構
成
、
国

家
構
造
を
匈
奴
、
突
厥
、
ウ
イ
グ
ル
と
全
く
同
一
の
も
の
と
し
て
理

解
し
て
い
る
と
批
判
し
、
ウ
イ
グ
ル
帝
国
に
都
市
が
建
設
さ
れ
る
な

ど
非
遊
牧
的
要
素
が
増
加
す
る
こ
と
に
注
目
し
て
、
ウ
イ
グ
ル
帝
国

を
征
服
王
朝
の
萌
芽
と
し
て
把
握
し
た（

（3
（

。
吉
田
順
一
氏
は
、
征
服
王

朝
論
の
骨
子
を
な
す
文
化
変
容
論
に
は
中
国
社
会
の
歴
史
的
発
展
に

つ
い
て
の
認
識
が
欠
け
て
い
る
と
指
摘
し
、
日
本
に
お
け
る
征
服
王

朝
論
の
議
論
に
も
北
ア
ジ
ア
世
界
を
統
一
的
、
一
元
的
な
歴
史
的
発

展
の
中
で
論
じ
る
傾
向
が
あ
る
と
批
判
し
た（

（3
（

。

張
帆
氏
は
、
ウ
ィ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ゲ
ル
氏
が
浸
透
王
朝
と
征
服
王
朝

に
分
け
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
問
題
を
提
議
し
た
。
そ
し
て
、
征
服

王
朝
の
条
件
と
し
て
①
そ
の
統
治
民
族
は
純
粋
な
草
原
遊
牧
民
で
あ



遼
宋
関
係
史
研
究
の
整
理
と
「
境
界
」
問
題
に
関
す
る
今
後
の
展
望

五
一

る
こ
と
、
②
漢
地
を
征
服
す
る
前
に
、
強
力
な
草
原
遊
牧
帝
国
を
建

設
す
る
こ
と
、
③
そ
の
民
族
が
漢
地
を
征
服
し
統
治
す
る
こ
と
の
三

つ
を
挙
げ
、
そ
の
三
つ
の
条
件
が
全
部
揃
っ
て
い
れ
ば
「
典
型
的

な
」
征
服
王
朝
と
な
り
、
そ
の
中
で
一
つ
か
二
つ
を
備
え
て
い
れ
ば

「
広
い
意
味
の
」
征
服
王
朝
に
な
る
と
主
張
し
た（

（3
（

。

こ
の
よ
う
な
征
服
王
朝
に
関
す
る
議
論
に
対
し
て
、
森
安
孝
夫
氏

は
征
服
王
朝
を
中
国
の
征
服
に
限
ら
ず
騎
馬
遊
牧
民
が
定
住
国
家
や

地
域
を
軍
事
的
に
征
服
し
て
支
配
す
る
国
家
と
し
て
広
く
定
義
し
た

う
え
で
、
定
住
地
域
を
安
定
的
に
支
配
す
る
た
め
に
は
文
書
行
政
な

ど
の
支
配
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
必
要
で
あ
り
、
遊
牧
社
会
に
お
い
て
そ
れ

が
可
能
に
な
っ
た
の
は
九
～
十
世
紀
か
ら
で
あ
る
と
論
じ
た（

（3
（

。

（
六
）
遼
の
漢
人
に
つ
い
て
の
研
究

征
服
王
朝
論
に
も
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
遼
が
前
代
の
遊
牧
国

家
と
異
な
る
部
分
は
、
二
重
統
治
体
制
を
用
い
て
漢
人
な
ど
の
定
住

民
を
統
治
し
た
点
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
遼
宋
外
交
交
渉
の
際
も
王
継

忠
や
劉
六
符
の
よ
う
に
漢
人
が
参
加
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
遼

の
対
宋
関
係
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、
遼
の
漢
人
に
つ
い
て
の
研
究

と
も
不
可
分
の
関
係
に
あ
る
と
い
え
る
。

崔
益
柱
氏
は
、
主
に
政
治
と
の
関
連
で
遼
の
漢
人
を
研
究
し
た（

（3
（

。

遼
の
太
祖
・
太
宗
代
の
漢
人
官
僚
は
、
政
策
の
決
定
や
制
度
整
備
過

程
で
彼
ら
の
政
治
理
念
を
具
現
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
そ
の
代
わ
り

に
契
丹
人
が
担
当
し
が
た
い
官
僚
的
、
実
務
的
機
能
を
遂
行
し
て
い

た
。
景
宗
、
聖
宗
時
代
に
な
る
と
、
多
数
の
漢
人
が
登
用
さ
れ
、
そ

の
一
部
は
権
力
の
核
心
勢
力
に
ま
で
成
長
し
、
そ
の
中
に
は
韓
徳
譲

の
よ
う
な
契
丹
化
し
た
漢
人
も
現
れ
た
。
道
宗
時
代
に
は
漢
人
官
僚

が
科
挙
進
士
科
を
通
じ
て
入
仕
し
、
南
京
道
出
身
者
が
主
流
を
な
し

て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

孟
広
耀
氏
は
、
遼
代
漢
人
士
族
の
「
華
夷
」
問
題
に
つ
い
て
研
究

し
た（

（4
（

。
遼
初
期
の
漢
人
は
「
華
夷
之
辨
」
に
よ
り
隠
居
や
南
逃
で
政

権
に
対
応
し
て
い
た
が
、
遼
は
孔
子
を
尊
崇
し
、
科
挙
を
施
行
し
、

儒
士
を
優
遇
し
た
の
で
、
特
に
澶
淵
の
盟
以
降
に
な
る
と
漢
人
は
積

極
的
に
遼
朝
の
政
治
に
参
与
し
た
と
す
る
。

徐
炳
国
氏
は
、
遼
初
期
の
漢
人
官
僚
を
中
心
に
彼
ら
の
行
動
に
つ

い
て
分
析
し
た（

（4
（

。
そ
し
て
、
韓
延
徽
、
徐
臺
符
、
張
礪
、
李
澣
を
挙

げ
て
、
漢
人
官
僚
を
①
中
国
に
逃
亡
し
た
後
に
再
び
契
丹
の
内
地
に

戻
っ
て
き
た
人
、
②
帰
還
を
諦
め
た
人
、
③
逃
亡
に
失
敗
し
て
遼
に

残
っ
た
人
、
④
彼
を
重
用
し
た
皇
帝
が
死
ん
だ
後
に
処
罰
さ
れ
た
人

に
分
類
し
た
。
聖
宗
朝
以
降
に
な
る
と
、
遼
朝
は
重
農
政
策
を
実
施

し
て
漢
人
に
対
し
て
配
慮
し
た
の
で
、
中
国
人
官
僚
も
王
朝
に
積
極

的
に
寄
与
し
て
い
る
様
子
を
明
ら
か
に
し
た
。

蕭
啓
慶
氏
は
、
漢
人
世
家
と
契
丹
政
府
と
の
関
係
に
つ
い
て
研
究

し
た（

（4
（

。
契
丹
皇
帝
は
、
農
耕
地
区
の
統
治
を
漢
人
世
族
の
協
力
に

頼
っ
て
お
り
、
漢
人
世
族
は
契
丹
の
統
治
者
に
頼
っ
て
累
代
の
仕
宦
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五
二

の
地
位
を
維
持
す
る
共
生
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。

劉
浦
江
氏
は
、
遼
金
時
代
に
お
け
る
漢
人
に
つ
い
て
研
究
し
た（

（4
（

。

遼
金
時
代
の
漢
人
は
長
期
に
亘
っ
て
異
民
族
に
統
治
さ
れ
た
こ
と
で

胡
化
傾
向
が
表
れ
、
中
原
地
域
の
漢
人
と
は
異
な
る
独
特
な
文
化
的

特
徴
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
彼
ら
は
民
族
意
識
が
薄

く
、
政
治
態
度
に
は
融
通
性
が
あ
っ
た
の
で
、
宋
人
は
こ
の
漢
人
を

信
頼
し
て
い
な
か
っ
た
と
す
る
。

ナ
オ
ミ
・
ス
タ
ン
デ
ン
氏
は
、
契
丹
帝
国
時
期
の
政
治
的
境
界
線

は
現
代
の
国
家
間
に
引
か
れ
た
地
理
的
区
分
で
は
な
く
、
主
君
と
追

従
者
と
の
関
係
の
作
用
に
よ
り
、
地
域
の
指
導
者
た
ち
が
新
た
な
政

治
権
力
に
忠
誠
を
誓
う
こ
と
で
政
治
的
境
界
も
共
に
移
動
し
た
と
理

解
し
た（

（4
（

。
そ
し
て
、
五
代
か
ら
宋
の
初
期
ま
で
の
中
国
に
お
け
る
辺

境
、
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
、
忠
誠
の
変
化
を
検
討
し
た
。
そ
の
結
果
、
澶

淵
の
盟
を
境
に
遼
と
中
原
王
朝
と
の
境
界
が
明
確
化
し
、
忠
誠
の
概

念
が
互
恵
的
な
忠
誠
か
ら
階
級
的
な
忠
誠
に
転
じ
、
越
境
の
概
念
も

「
良
い
君
主
の
選
択
」
と
い
う
意
味
か
ら
「
政
治
的
、
道
徳
的
、
感

情
的
背
信
行
為
」
に
変
わ
っ
た
こ
と
を
論
じ
た
。

王
善
軍
氏
は
、
遼
内
部
の
世
家
大
族
の
一
部
と
し
て
漢
人
世
家
に

つ
い
て
研
究
し
た（

（4
（

。
遼
朝
境
内
の
漢
人
に
は
、
①
契
丹
建
国
の
前
か

ら
既
に
遼
の
中
心
部
に
住
ん
で
い
る
漢
人
、
②
建
国
前
後
に
捕
虜
と

な
っ
た
漢
人
、
③
自
ら
遼
に
降
っ
た
漢
人
、
④
燕
雲
十
六
州
の
割
譲

に
よ
っ
て
遼
の
臣
民
に
な
っ
た
漢
人
、
⑤
使
者
と
し
て
遼
に
赴
い
た

後
に
抑
留
さ
れ
た
漢
人
の
五
つ
の
淵
源
が
有
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。

二
　
遼
宋
「
境
界
」
問
題
な
ど
に
つ
い
て
の
今
後
の
展
望

以
上
、
先
行
研
究
を
①
東
ア
ジ
ア
世
界
論
、
②
一
九
八
〇
年
代
以

来
の
多
国
並
存
体
制
に
つ
い
て
の
研
究
、
③
民
族
間
関
係
と
し
て
の

遼
宋
関
係
の
研
究
、
④
遊
牧
国
家
の
性
格
と
そ
の
発
展
論
、
⑤
征
服

王
朝
論
、
⑥
遼
の
漢
人
に
つ
い
て
の
研
究
に
分
け
て
整
理
し
た
。
筆

者
は
、
こ
れ
ら
の
先
行
研
究
に
対
し
て
以
下
の
よ
う
な
疑
問
を
抱
い

て
お
り
、
遼
宋
「
境
界
」
問
題
を
中
心
に
以
下
の
よ
う
な
展
望
を
提

示
す
る
。

第
一
に
、
遼
宋
関
係
に
関
す
る
研
究
は
澶
淵
の
盟
を
中
心
に
論
じ

ら
れ
る
傾
向
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
一
九
八
〇
年
代
以
来
十
～
十
三
世

紀
の
東
ア
ジ
ア
を
多
国
並
存
体
制
（M

ultistate System

）
と
し

て
把
握
し
、
そ
の
根
拠
と
し
て
諸
盟
約
に
注
目
し
て
い
る
こ
と
に
起

因
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
澶
淵
の
盟
の
持
つ
歴
史
的
意

義
は
重
要
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
重
要
性
を
強
調
す
る
あ

ま
り
、
各
国
に
お
い
て
は
盟
約
の
意
味
が
異
な
る
可
能
性
を
看
過
し

て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
具
体
的
に
い
え
ば
、
盟
約
自
体
は
中
国
古

来
の
伝
統
に
由
来
し
、
主
に
盟
約
を
結
ぶ
国
家
は
宋
で
あ
る
の
で
、

こ
れ
ら
に
注
目
し
て
研
究
を
行
え
ば
、
結
果
的
に
宋
を
中
心
と
す
る

国
際
関
係
の
研
究
に
な
る
恐
れ
が
あ
る
。
し
か
し
、
遊
牧
民
出
身
で



遼
宋
関
係
史
研
究
の
整
理
と
「
境
界
」
問
題
に
関
す
る
今
後
の
展
望

五
三

あ
る
遼
の
皇
帝
は
、
盟
約
の
規
定
に
つ
い
て
宋
の
皇
帝
と
全
く
同
じ

く
理
解
し
た
と
は
限
ら
な
い
。
さ
ら
に
、
遼
は
定
住
国
家
と
は
異
な

る
社
会
で
成
り
立
っ
て
い
る
の
で
、
そ
の
盟
約
の
規
定
も
内
部
的
に

は
宋
と
は
異
な
る
意
味
を
持
つ
筈
で
あ
る
。

そ
う
い
う
意
味
で
、
遊
牧
国
家
の
発
展
論
に
つ
い
て
の
研
究
が
参

考
に
な
る
。
ト
ー
マ
ス
・
バ
ー
フ
ィ
ル
ド
氏
の
言
う
遊
牧
民
が
歳
幣

と
貿
易
量
を
増
や
す
戦
略
と
、
ニ
コ
ラ
・
デ
ィ
・
コ
ス
モ
氏
の
言
う

遊
牧
国
家
の
発
展
論
か
ら
み
れ
ば
、
こ
の
澶
淵
の
盟
の
歳
幣
の
規
定

が
遼
に
お
い
て
も
つ
重
要
性
に
つ
い
て
は
ま
だ
検
討
す
る
余
地
が
大

い
に
あ
る
と
考
え
る
。
換
言
す
れ
ば
、
宋
に
お
け
る
「
盟
約
体
制
」

と
は
遼
に
お
い
て
は
「
歳
幣
体
制
」
を
意
味
す
る
の
で
は
な
か
ろ
う

か
。
た
だ
し
、
遊
牧
国
家
の
発
展
論
は
遼
代
史
の
研
究
の
み
に
基
づ

い
た
論
で
は
な
い
た
め
、
必
ず
し
も
遼
に
当
て
は
ま
る
と
は
限
ら
な

い
。
し
た
が
っ
て
、
遼
の
国
内
外
状
況
に
即
し
て
議
論
を
展
開
す
る

必
要
が
あ
る（

（4
（

。

第
二
に
、
遼
と
宋
の
間
に
置
か
れ
た
国
家
や
国
境
を
強
調
し
過
ぎ

た
の
で
は
な
い
か
。
も
ち
ろ
ん
、
澶
淵
の
盟
な
ど
諸
盟
約
に
よ
っ

て
、
そ
の
時
期
に
近
代
的
国
境
と
類
似
す
る
「
線
」
の
形
の
境
界
が

現
れ
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
る
。
し
か
し
、「
線
」
に
よ
る
国
境
が
形

と
し
て
類
似
し
て
い
て
も
、
そ
の
性
格
ま
で
同
じ
で
あ
る
か
は
別
の

問
題
で
あ
る
。
今
日
の
研
究
者
に
お
い
て
の
国
境
観
が
無
意
識
の
う

ち
に
こ
の
時
代
の
「
線
」
の
形
の
境
界
に
投
影
さ
れ
て
い
る
の
で
は

な
い
か
。

現
在
の
国
境
観
の
投
影
と
い
う
傾
向
は
、
東
部
ユ
ー
ラ
シ
ア
と
い

う
地
域
設
定
に
も
現
れ
る
。
東
部
ユ
ー
ラ
シ
ア
に
は
、
東
ア
ジ
ア
世

界
に
パ
ミ
ー
ル
高
原
以
東
の
モ
ン
ゴ
リ
ア
・
中
央
ア
ジ
ア
・
チ
ベ
ッ

ト
・
東
南
ア
ジ
ア
地
域
が
含
ま
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
中
で

東
南
ア
ジ
ア
地
域
を
除
け
ば
、
ほ
ぼ
清
朝
の
版
図
と
重
な
る
。
ピ
ー

タ
ー
・
パ
デ
ュ
ー
氏
は
、
明
確
な
地
理
的
区
分
要
素
の
な
い
中
央
ア

ジ
ア
で
清
の
境
界
が
固
定
し
て
い
た
よ
う
に
認
識
す
る
こ
と
に
な
っ

た
の
は
、
乾
隆
帝
に
よ
る
ジ
ュ
ン
ガ
ル
平
定
と
そ
の
後
の
征
服
歴
史

の
編
纂
作
業
に
起
因
す
る
と
指
摘
し
た（

（4
（

。
東
部
ユ
ー
ラ
シ
ア
論
の
地

域
設
定
で
パ
ミ
ー
ル
高
原
を
境
界
に
し
た
こ
と
に
も
、
乾
隆
帝
以
後

に
で
き
あ
が
っ
た
境
界
意
識
が
投
影
さ
れ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。

ま
た
、
多
国
並
存
体
制
と
し
て
当
時
の
国
際
社
会
を
理
解
し
て
い

る
傾
向
は
、
結
局
の
と
こ
ろ
そ
の
分
析
単
位
を
「
国
家
」
と
設
定
し

て
い
る
。
そ
う
い
う
意
味
で
先
行
研
究
で
は
燕
雲
地
域
（
特
に
山
前

地
域
）
の
漢
人
に
つ
い
て
も
、「
国
境
線
」
の
枠
内
で
論
じ
ら
れ
て

い
る
。
例
え
ば
、
国
境
を
越
え
て
宋
に
や
っ
て
き
た
契
丹
帰
明
人
に

つ
い
て
の
先
行
研
究
で
は
、
主
に
帰
順
し
た
後
の
宋
の
処
遇
や
対
策

な
ど
に
注
目
し
て
い
る（

（4
（

。
ま
た
、
遼
宋
境
界
に
跨
い
で
存
在
し
て
い

た
両
属
民
に
つ
い
て
の
研
究
も
史
料
的
制
約
の
た
め
か
、
基
本
的
に

宋
の
立
場
か
ら
考
察
さ
れ
て
い
る（

（4
（

。
と
こ
ろ
が
、
契
丹
帰
明
人
は
宋

に
来
る
前
は
明
ら
か
に
燕
雲
地
域
の
漢
人
の
一
員
で
あ
り
、
両
属
民
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五
四

は
宋
か
ら
も
支
配
を
受
け
て
い
る
も
の
の
、
依
然
と
し
て
燕
雲
地
域

の
漢
人
の
一
員
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
燕
雲
地
域
の
漢
人
を
契
丹

帰
明
人
や
両
属
民
の
動
向
も
含
め
て
、
遼
と
宋
の
境
界
を
跨
っ
て
い

る
存
在
と
し
て
捉
え
る
の
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。

第
三
に
、
史
料
の
来
源
を
よ
り
精
密
に
分
析
す
る
必
要
が
あ
る
。

遼
宋
「
境
界
」
問
題
及
び
遼
宋
関
係
史
を
研
究
す
る
際
に
根
本
的
な

限
界
と
し
て
、
宋
側
の
史
料
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
が
挙
げ
ら

れ
る（

（5
（

。
筆
者
は
、『
全
宋
文
（
（5
（

』、『
全
宋
筆
記
』
な
ど
の
筆
記
類
、
そ

し
て
『
全
宋
詩
』
か
ら
遼
関
連
の
史
料
を
網
羅
的
に
収
集
し
、『
全
宋

文
』
か
ら
は
約
八
一
〇
件
、
二
十
九
万
余
字
、
宋
代
筆
記
類
（
（5
（

か
ら
は

約
六
六
〇
件
、
二
十
三
万
余
字
、『
全
宋
詩
』
か
ら
は
約
二
二
〇
件
、

三
万
四
千
余
字
の
史
料
を
得
た
。
宋
側
の
史
料
に
記
さ
れ
て
い
る
遼

関
連
記
事
の
来
源
は
、
概
ね
①
遼
か
ら
送
ら
れ
て
き
た
外
交
文
書
に

よ
る
情
報
、
②
宋
の
使
者
に
よ
る
『
使
遼
語
録
』、
③
契
丹
帰
明
人

に
よ
る
情
報
、
④
宋
の
諜
報
活
動
に
よ
る
情
報
に
分
け
ら
れ
る
。

し
か
し
、
そ
の
史
料
の
記
述
を
無
批
判
に
利
用
す
る
と
、
結
果
的

に
宋
の
立
場
か
ら
見
た
遼
宋
関
係
史
に
な
り
、
史
料
の
利
用
に
は
注

意
が
必
要
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
そ
の
注
意
点
を
強
調
す
る
あ
ま

り
、
史
料
の
来
源
に
つ
い
て
は
詳
し
く
考
察
せ
ず
、
単
に
宋
側
の
史

料
で
あ
る
と
い
う
理
由
だ
け
で
、
そ
の
価
値
を
認
め
な
い
と
い
う
こ

と
に
は
再
考
の
余
地
が
あ
る
。
具
体
的
に
い
え
ば
、
宋
側
の
史
料
の

中
の
遼
関
連
記
録
に
は
宋
の
解
釈
や
誤
解
が
含
ま
れ
て
い
る
可
能
性

は
充
分
あ
る
。
そ
れ
を
認
め
た
う
え
で
、
宋
は
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
解

釈
や
誤
解
を
し
た
の
か
と
問
い
掛
け
て
み
る
と
、
や
は
り
遼
側
に
も

宋
が
そ
の
よ
う
な
解
釈
を
す
る
余
地
を
与
え
る
何
ら
か
の
動
き
（
こ

こ
で
は
仮
に
「
不
完
全
な
る
真
実
」
と
す
る
）
が
あ
っ
た
こ
と
は
認

め
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
れ
ら
の
来
源
の
性
格
や
特
徴
を

明
ら
か
に
し
、
異
な
る
来
源
を
持
つ
史
料
の
間
で
交
差
検
証
を
行
え

ば
、
史
料
の
信
憑
性
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。

最
後
に
、
十
～
十
三
世
紀
の
東
ア
ジ
ア
諸
国
が
生
み
出
し
た
歴
史

的
な
諸
現
象
が
十
三
世
紀
以
降
の
前
近
代
に
は
ど
の
よ
う
に
認
識
さ

れ
て
き
た
の
か
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
近
代
歴

史
学
者
た
ち
が
提
示
し
た
東
ア
ジ
ア
世
界
論
、
征
服
王
朝
論
、
十
～

十
三
世
紀
多
国
並
存
体
制
論
、
東
部
ユ
ー
ラ
シ
ア
論
は
、
宋
と
遼
を

如
何
に
理
解
す
べ
き
な
の
か
と
い
う
問
題
に
対
し
て
そ
の
答
え
を
求

め
る
試
み
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
こ
の
よ
う
な
試
み
は
、
前
近
代
の

歴
史
学
者
に
と
っ
て
も
例
外
で
は
な
か
っ
た
。
そ
の
基
準
は
儒
学
に

お
け
る
正
統
論
と
中
国
歴
代
の
正
史
編
纂
（
（5
（

に
基
づ
い
て
い
る
。

モ
ン
ゴ
ル
帝
国
（
元
朝
）
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た
『
宋
史
』
は
、

中
国
の
正
史
の
一
つ
と
し
て
数
え
ら
れ
る
も
の
の
、
元
朝
は
『
宋

史
』
と
共
に
『
遼
史
』
と
『
金
史
』
を
編
纂
し
、
各
々
に
正
統
性
を

与
え
た
。
一
方
、
明
代
に
は
朱
子
学
の
正
統
論
が
強
ま
る
中
で
、
商

輅
の
『
続
資
治
通
鑑
綱
目
』
が
編
纂
さ
れ
た
。
の
み
な
ら
ず
、
民

間
の
学
者
も
『
宋
史
』
を
改
修
し
、
王
洙
の
『
宋
史
質
』、
柯
維
騏
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の
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と
「
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界
」
問
題
に
関
す
る
今
後
の
展
望

五
五

の
『
宋
史
新
編
』、
王
維
倹
の
『
宋
史
記
』
が
編
纂
さ
れ
た
。
そ
こ

に
は
、
遼
、
金
を
正
統
と
し
て
認
め
ず
、
外
国
列
伝
に
編
入
し
て
い

る
。
と
こ
ろ
が
、
清
朝
は
明
代
の
正
統
論
を
批
判
し
な
が
ら
、『
遼

史
』、『
金
史
』、『
元
史
』、
そ
し
て
『
続
資
治
通
鑑
綱
目
』
を
満
州

語
に
翻
訳
し
て
い
る
。
恐
ら
く
、
清
朝
は
「
遼
→
金
→
元
→
清
」
と

い
う
北
か
ら
の
正
統
王
朝
の
系
譜
化
を
意
識
し
て
い
た
だ
ろ
う
。
こ

の
よ
う
な
史
書
編
纂
に
つ
い
て
研
究
す
る
こ
と
も
、
十
～
十
三
世
紀

東
ア
ジ
ア
の
歴
史
的
な
諸
現
象
が
如
何
に
継
承
・
変
容
し
て
現
在
に

つ
な
が
る
の
か
を
追
跡
す
る
こ
と
と
し
て
意
義
が
あ
る
。

お
わ
り
に

以
上
、
遼
宋
関
係
史
に
関
す
る
先
行
研
究
に
つ
い
て
整
理
し
、
そ

れ
に
対
し
て
筆
者
な
り
の
意
見
を
披
歴
し
た
。
要
す
る
に
、
遼
宋
関

係
を
中
心
と
す
る
当
時
の
国
際
関
係
を
盟
約
と
い
う
要
素
で
一
元
的

に
見
る
こ
と
で
は
な
く
、
遼
や
宋
に
お
け
る
「
澶
淵
の
盟
」
そ
の
も

の
が
持
つ
意
義
を
相
対
化
す
る
必
要
が
あ
る
と
提
言
し
た
い
の
で 

あ
る
。

そ
う
す
る
と
、
遼
を
中
心
と
す
る
国
際
関
係
も
盟
約
の
み
に
拘
ら

ず
、
異
な
る
枠
か
ら
考
え
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
、
遼

の
世
界
認
識
に
つ
い
て
「
属
」、「
不
属
」
と
い
う
概
念
を
用
い
て
試

論
的
に
提
示
し
て
み
た
い
。
こ
の
「
属
」、「
不
属
」
に
は
、
さ
ら
に

「
観
念
的
」
と
「
実
質
的
」
と
い
う
二
つ
の
異
な
る
次
元
に
区
分
す

る
必
要
が
あ
る
。
例
え
ば
、『
遼
史
』
巻
四
六
、
百
官
志
二
、
北
面

属
国
官
條
に
は
、
西
夏
、
高
麗
、
新
羅
、
日
本
を
遼
の
属
国
と
し
て

列
挙
し
て
い
る（

（5
（

。
こ
れ
ら
の
諸
国
が
実
際
に
遼
の
属
国
で
あ
っ
た
か

は
疑
わ
し
い
も
の
の
、
少
な
く
と
も
遼
が
こ
れ
ら
諸
国
を
属
国
と
し

て
認
識
し
て
い
た
こ
と
は
認
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
こ
の
遼
の
認
識
と

実
際
の
状
況
と
の
ず
れ
の
中
で
、
遼
と
各
国
の
間
に
は
盟
約
だ
け
で

は
な
い
多
様
な
外
交
関
係
が
現
れ
る
。

さ
ら
に
、
こ
の
「
属
」、「
不
属
」
の
概
念
を
用
い
れ
ば
、「
線
」
の
形

の
境
界
に
よ
っ
て
制
限
さ
れ
た
両
属
民
や
燕
雲
地
域
の
漢
人
に
つ
い

て
も
よ
り
容
易
に
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
「
属
」、「
不

属
」
の
概
念
と
併
せ
て
当
時
の
盟
約
の
持
つ
意
義
を
再
解
釈
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
別
稿
で
詳
し
く

論
じ
る
こ
と
と
し
た
い
。

註（
1
）	

こ
こ
で
の
「
東
ア
ジ
ア
」
と
は
、
遼
、
金
、
元
と
五
代
・
南
北
宋

及
び
そ
の
東
西
の
高
麗
・
西
夏
、
さ
ら
に
こ
れ
ら
の
国
々
が
外
交
使

節
を
派
遣
し
た
周
辺
勢
力
ま
で
を
含
め
た
範
囲
を
大
ま
か
に
指
す
。

（
2
）	
こ
の
国
の
名
称
は
、
契
丹
語
で
「
大
中
央hulʤ

i

契
丹
国
」
と
す

る
。
ま
た
、
漢
文
で
は
、
時
代
に
よ
っ
て
表
記
が
変
わ
る
。
耶
律

阿
保
機
が
建
国
し
た
九
一
六
年
に
は
「
大
契
丹
」
を
国
号
と
し
、
九
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五
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三
八
年
に
は
「
大
遼
」
と
「
大
契
丹
」
が
併
称
さ
れ
、
九
八
三
年
に

「
大
契
丹
」
に
改
め
、
一
〇
六
六
年
に
再
び
「
大
遼
」
と
し
た
（
劉

浦
江
『
松
漠
之
間
：
遼
金
契
丹
女
真
史
研
究
』、
中
華
書
局
、
二
〇

〇
八
所
収
の
「
遼
朝
国
号
考
釈
」、
二
九
～
五
〇
頁
（
初
出
は
、
二

〇
〇
一
））。
本
稿
で
は
、
宋
と
の
併
せ
て
呼
ぶ
こ
と
の
利
便
性
を
考

慮
し
て
「
遼
」
と
表
記
す
る
。

（
3
）	

澶
淵
の
盟
の
成
立
経
緯
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
研
究
を
参
照
さ
れ

た
い
。
田
村
実
造
『
中
国
征
服
王
朝
の
研
究
』
上
（
東
洋
史
研
究

会
、
一
九
六
四
）
の
第
四
章
第
一
節
の
Ⅱ
「
聖
宗
の
南
伐
と
澶
淵
の

盟
約
」、
王
民
信
『
王
民
信
遼
史
研
究
論
文
集
』（
国
立
台
湾
大
学
出

版
中
心
、
二
〇
一
〇
）
所
収
の
「
遼
宋
澶
淵
盟
約
締
結
的
背
景
」（
原

載
：『
書
目
季
刊
』
巻
九
期
二
、
一
九
七
五
、
巻
九
期
三
、
一
九
七

五
、
巻
九
期
四
、
一
九
七
六
）、
李
錫
炫
「
澶
淵
의 
盟
과 

宋
人
의 

認
識
」（『
東
北
亞
歴
史
論
叢
』
第
二
六
号
、
東
北
亞
歴
史
財
団
、
二

〇
〇
九
）、
박
지
훈
「
宋
遼 

間
의 

戦
争
과 

和
議

―
澶
淵
의 

戦

役
과 

盟
約
을 

中
心
으
로
」（『
東
北
亞
歴
史
論
叢
』
第
三
四
号
、
東
北
亞

歴
史
財
団
、
二
〇
一
〇
）。

（
4
）	

盟
約
の
全
文
は
、『
續
資
治
通
鑑
長
編
』
巻
五
八
、
景
徳
元
年
十

二
月
辛
丑
條
を
参
照
。

（
5
）	

遼
代
史
研
究
の
全
般
的
な
整
理
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
論
文
を
参 

照
さ
れ
た
い
。
尹
榮
寅
「
契
丹
・
遼 

研
究
」（『
中
国
学
界
의 

北
方
民 

族
・
国
家 

研
究
』、
東
北
亜
歴
史
財
団
、
二
〇
〇
八
）、
同
「
一
〇
～ 

一
三
世
紀 

征
服
王
朝 

歴
史
의 

基
本
史
料
와 

研
究
現
況
」（
尹
榮
寅 

他
『
一
〇
～
一
八
世
紀 

北
方
民
族
과 

征
服
王
朝 

研
究
』、
東
北
亜 

歴
史
財
団
、
二
〇
〇
九
）、
同
「
西
欧
学
界
의 

契
丹
・
金 

研
究
―
漢 

化
，
二
元
的 

統
治
体
制
와 

対
外
関
係
를 

中
心
으
로
」（
尹
榮
寅
他 

『
外
国
学
界
의 

征
服
王
朝 

研
究 

視
覚
과 

最
近 

動
向
』、
東
北
亜
歴

史
財
団
、
二
〇
一
〇
）、
테
무
르
「
北
方
民
族 

王
朝
와 

中
国
歴
史
」

（
尹
榮
寅
他
『
外
国
学
界
의 

征
服
王
朝 

研
究 

視
覚
과 

最
近 

動
向
』、

東
北
亜
歴
史
財
団
、
二
〇
一
〇
）、
朴
志
焄
「
中
国 

学
界
의 

北
宋
과 

遼
의 

関
係
史 

研
究
動
向
」（
李
瑾
明
他
『
東
北
亜
中
世
의 

漢
族
과 

北
方
民
族
―
最
近 

中
国 

学
界
의 

研
究
動
向
과 

그 

性
格
』、
東
北
亜

歴
史
財
団
、
二
〇
一
〇
）、
森
安
孝
夫
「
遼
・
西
夏
」（
礪
波
護
・
岸

本
美
緒
・
杉
山
正
明
編
『
中
国
歴
史
研
究
入
門
』、
名
古
屋
大
学
出

版
部
、
二
〇
〇
六
）、
飯
山
知
保
「
遼
金
史
研
究
」（
遠
藤
隆
俊
・
平

田
茂
樹
・
浅
見
洋
二
編
『
日
本
宋
史
研
究
の
現
状
と
課
題

―
一
九

八
〇
年
代
以
降
を
中
心
に

―
』、
汲
古
書
院
、
二
〇
一
〇
）、
高
井

康
典
行
「
世
界
史
の
中
で
契
丹
［
遼
］
史
を
い
か
に
位
置
づ
け
る
か

―
い
く
つ
か
の
可
能
性
」（
荒
川
慎
太
郎
他
三
人
編
『
契
丹
［
遼
］

と
一
〇
～
一
二
世
紀
の
東
部
ユ
ー
ラ
シ
ア
』、
勉
誠
出
版
、
二
〇
一

三
）
な
ど
。

（
6
）	
栗
原
朋
信
『
秦
漢
史
の
研
究
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
九
）
所
収

の
「
文
献
に
あ
ら
わ
れ
た
る
秦
漢
璽
印
の
研
究
」（
初
出
は
、
一
九
五

七
）。



遼
宋
関
係
史
研
究
の
整
理
と
「
境
界
」
問
題
に
関
す
る
今
後
の
展
望

五
七

（
7
）	

西
嶋
定
生
『
西
嶋
定
生 

東
ア
ジ
ア
史
論
集
』
第
三
巻
：
東
ア
ジ

ア
世
界
と
册
封
体
制
（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
二
）
の
第
一
章
「
東
ア

ジ
ア
世
界
と
册
封
体
制

―
六
―
八
世
紀
の
東
ア
ジ
ア

―
」（
初
出

は
、
一
九
六
二
）
及
び
第
二
章
「
東
ア
ジ
ア
世
界
の
形
成
と
展
開
」

（
初
出
は
、
一
九
七
二
）。

（
8
）	John K

. Fairbank ed., T
he Chinese W

orld O
rder: T

raditional 

Chinaʼs Foreign R
elations, Cam

bridge: H
arvard University 

Press, 1968.

（
9
）	M

orris Rossabi ed., China am
ong E

quals: T
he M

iddle 

K
ingdom

 and Its N
eighbors, 10

th-14
th C

enturies, Berkeley 

and Los A
ngeles: U

niversity of California Press, 1983.

（
10
）	

陶
晋
生
『
宋
遼
関
係
史
研
究
』（
中
華
書
局
、
二
〇
〇
八
、
増
補

版
、
初
版
は
、
一
九
八
四
）。

（
11
）	

金
成
奎
「
宋
代
에
서 

国
境
問
題
의 

意
義
와 

国
境
의 
形
態
」（『
歴

史
学
報
』
第
一
六
二
輯
、
韓
国
：
서
울
、
歴
史
学
会
、
一
九
九
九
）
後

に
『
宋
代
の
西
北
問
題
と
異
民
族
政
策
』（
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
〇
） 

に
収
録
、
同
「
세 

개
의 

′
트
라
이
앵
글ʼ

： 

東
아
시
아 

国
際 

関
係 

의 

大
勢
와 

그 

特
徴
에 

관
한 

試
論
」（『
歴
史
学
報
』
第
二
〇
五
輯
、 

歴
史
学
会
、二
〇
一
〇
）、同
「
誓
書
：一
〇
―
一
三
世
紀 

東
아
시
아
의 

 

安
全
保
障
策
」（『
中
国
史
研
究
』
第
九
九
輯
、
中
国
史
学
会
、
二
〇

一
五
）〔
日
本
語
訳
〕
洪
性
珉
訳
「
誓
書
：
一
〇
―
一
三
世
紀
東
ア
ジ

ア
の
安
全
保
障
策
」（『
史
滴
』
第
三
七
号
、
早
稲
田
大
学
東
洋
史
懇

話
会
、
二
〇
一
五
）。

（
12
）	

金
成
奎「
高
麗 

前
期
의 

麗
宋
関
係

―
宋
朝 

賓
礼
를 

中
心
으
로  

본 

高
麗
의 

国
際
地
位 

試
論
」（『
国
史
館
論
叢
』
第
九
二
輯
、韓
国
： 

과
천
、
国
史
編
纂
委
員
会
、
二
〇
〇
〇
）、
同
「
契
丹
의 

国
信
使
가  

宋
의 

皇
帝
를 

謁
見
하
는 

儀
礼
」（『
歴
史
学
報
』
第
二
一
四
輯
、
歴
史 

学
会
、
二
〇
一
二
）、
同
「
金
朝
의 

′
礼
制
覇
権
主
義ʼ

에 

대
하
여 

―
「
外
国
使
入
見
儀
」
의 

分
析
을 

中
心
으
로
」（『
中
国
史
研
究
』 

第
八
六
輯
、
中
国
史
学
会
、
二
〇
一
三
）
な
ど
。

（
13
）	

古
松
崇
志
「
契
丹
・
宋
間
の
澶
淵
体
制
に
お
け
る
国
境
」（『
史
林
』

第
九
〇
巻
第
一
号
、
史
学
研
究
会
、
二
〇
〇
七
）、
同
「
契
丹
・
宋

間
に
お
け
る
外
交
文
書
と
し
て
の
牒
」（『
東
方
学
報
（
京
都
）』
第
八

五
冊
、
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
、
二
〇
一
〇
）、
同
「
十
～
十

二
世
紀
に
お
け
る
契
丹
の
興
亡
と
ユ
ー
ラ
シ
ア
東
方
の
国
際
情
勢
」

（
荒
川
慎
太
郎
他
三
人
編
『
契
丹
［
遼
］
と
一
〇
～
一
二
世
紀
の
東

部
ユ
ー
ラ
シ
ア
』、
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
三
）、
同
「
契
丹
・
宋
間
の

国
信
使
と
儀
礼
」（『
東
洋
史
研
究
』
第
七
三
巻
第
二
号
、
東
洋
史
研

究
会
、
二
〇
一
四
）。

（
14
）	

毛
利
英
介
「
一
〇
七
四
か
ら
七
六
年
に
お
け
る
キ
タ
イ
（
遼
）・

宋
間
の
地
界
交
渉
発
生
の
原
因
に
つ
い
て

―
特
に
キ
タ
イ
側
の

視
点
か
ら

―
」（『
東
洋
史
研
究
』
第
六
二
巻
第
四
号
、
東
洋
史
研

究
会
、
二
〇
〇
四
）、
同
「
澶
淵
の
盟
の
歴
史
的
背
景

―
雲
中
の

会
盟
か
ら
澶
淵
の
盟
へ

―
」（『
四
林
』
第
八
九
巻
第
三
号
、
史
学



史
観
第
一
七
八
冊

五
八

研
究
会
、
二
〇
〇
六
）、
同
「
一
〇
九
九
年
に
お
け
る
宋
夏
元
符
和

議
と
遼
宋
事
前
交
渉

―
遼
宋
並
存
期
に
お
け
る
国
際
秩
序
の
研
究

―
」（『
東
方
学
報
（
京
都
）』
第
八
二
冊
、
京
都
大
学
人
文
科
学
研

究
所
、
二
〇
〇
八
）、
同
「
十
一
世
紀
後
半
に
お
け
る
北
宋
の
国
際

的
地
位
に
つ
い
て

―
宋
麗
通
交
再
開
と
契
丹
の
存
在
を
手
掛
か
り

に

―
」（
宋
代
史
研
究
会
編
『『
宋
代
中
国
』
の
相
対
化
』、
汲
古
書

院
、
二
〇
〇
九
）、
同
「
澶
淵
の
盟
に
つ
い
て

―
盟
約
か
ら
見
る

契
丹
と
北
宋
の
関
係
」（
荒
川
慎
太
郎
他
三
人
編
『
契
丹
［
遼
］
と
一

〇
～
一
二
世
紀
の
東
部
ユ
ー
ラ
シ
ア
』、
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
三
）、

同
「「
関
南
誓
書
」
初
探
」（『
関
西
大
学
東
西
学
術
研
究
所
紀
要
』
第

四
九
輯
、
関
西
大
学
東
西
学
術
研
究
所
、
二
〇
一
五
）。

（
15
）	

윤
영
인
「
一
〇
～
一
二
世
紀 

東
아
시
아
의 
多
元
的 

国
際
秩
序
와 

韓
中
関
係
」（
이
익
주
他
『
東
아
시
아
国
際
秩
序 
속
의 

韓
中
関
係
史

―
提
言
과 

模
索

―
』、
東
北
亜
歴
史
財
団
、
二
〇
一
〇
）。

（
16
）	

古
松
崇
志
「
一
〇
～
一
三
世
紀
多
国
並
存
時
代
の
ユ
ー
ラ
シ
ア

（Eurasia

）
東
方
に
お
け
る
国
際
関
係
」（『
中
国
史
学
』
第
二
一
巻
、

中
国
史
学
会
、
二
〇
一
一
）、
妹
尾
達
彦
「
東
ア
ジ
ア
都
城
時
代
の

形
成
と
都
市
網
の
変
遷

―
四
～
十
世
紀

―
」（『
ア
フ
ロ
・
ユ
ー

ラ
シ
ア
大
陸
の
都
市
と
国
家
』、
中
央
大
学
出
版
部
、
二
〇
一
四
）、

廣
瀬
憲
雄
「
東
ア
ジ
ア
世
界
論
の
現
状
と
展
望
」（『
歴
史
評
論
』
七

五
二
号
、
校
倉
書
房
、
二
〇
一
二
）、
同
「「
東
ア
ジ
ア
」
と
「
世
界
」

の
変
質
」（『
第
四
次　

現
代
歴
史
学
の
成
果
と
課
題
』
第
二
巻　

世

界
史
像
の
再
構
築
、
績
文
堂
出
版
、
二
〇
一
七
）
な
ど
。

（
17
）	

傅
楽
煥
『
遼
史
叢
考
』（
中
華
書
局
、
一
九
八
四
）
所
収
の
「
宋
人

使
遼
語
録
行
程
考
」（
初
出
は
、
一
九
三
五
）、「
遼
代
四
時
捺
鉢
考
五

篇
」（
初
出
は
、
一
九
四
八
）、「
宋
遼
聘
使
表
」（
初
出
は
、
一
九
四

九
）。

（
18
）	

聶
崇
岐
『
宋
史
叢
考
』
下
冊
（
中
華
書
局
、
一
九
八
〇
、
初
出

は
、
一
九
四
〇
）。

（
19
）	

蒙
古
托
利
「
宋
遼
“
南
北
朝
説
”
考
論
」（『
学
習
与
探
索
』、
一
九

九
〇
年
第
三
期
）。

（
20
）	

陶
玉
坤
『
遼
宋
関
係
研
究
』（
内
蒙
古
大
学
博
士
学
位
論
文
、
二
〇

〇
五
）。

（
21
）	

張
希
清
主
編
『
一
〇
～
一
三
世
紀
中
国
文
化
的
碰
撞
与
融
合
』（
上

海
人
民
出
版
社
、
二
〇
〇
六
）。

（
22
）	

張
希
清
主
編
『
澶
淵
之
盟
新
論
』（
上
海
人
民
出
版
社
、
二
〇
〇

七
）。

（
23
）	O

w
en Lattim

ore, 

“Ch.16 M
arginal Societies: Conquest 

and M
igration

”, Inner A
sian Frontiers of China, Boston: 

Beacon Press, 1951.
（
24
）	

松
田
壽
男
『
松
田
壽
男
著
作
集
』
第
三
巻
：
東
西
文
化
の
交
流
Ⅰ

（
六
興
出
版
、
一
九
八
七
）
所
収
「
東
西
文
化
の
交
流
」
の
第
三
章

「
東
西
交
渉
と
モ
ン
ゴ
リ
ア
遊
牧
民
」（
初
出
は
、
一
九
六
二
）。

（
25
）	

護
雅
夫
『
古
代
ト
ル
コ
民
族
史
研
究
』
Ⅲ
（
山
川
出
版
社
、
一
九



遼
宋
関
係
史
研
究
の
整
理
と
「
境
界
」
問
題
に
関
す
る
今
後
の
展
望

五
九

九
七
）
の
第
一
章
第
一
節
「
古
代
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
遊
牧
国
家
と

農
耕
国
家
」（
初
出
は
、
一
九
五
〇
）。

（
26
）	
沢
田
勲
「
古
代
遊
牧
民
族
の
掠
奪
に
関
す
る
理
論
的
再
検
討

―

匈
奴
の
中
国
侵
寇
を
例
と
し
て

―
」（『
金
沢
経
済
大
学
論
集
』
第

一
一
巻
第
二
号
、
金
沢
経
済
大
学
経
済
学
科
、
一
九
七
七
）。

（
27
）	

金
浩
東
「
北
아
시
아 

遊
牧
国
家
의 

君
主
権
」（『
東
亜
史
上
의 

王

権
』、
한
울
、
一
九
九
三
）。

（
28
）	T

hom
as J. Barfield, T

he Perilous Frontier: N
om
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